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平成26年２月１日現在
（　　）内 前月比

人口
13,974 人
（▲18）

男
6,686 人
（▲11）

女
7,288 人
（▲7）

世帯
5,933 世帯
（+2）

2014

22月3日　身延山節分会月3日　身延山節分会2月3日　身延山節分会
ええ



大豆を水に浸し一晩寝かせる。

ゆでた大豆をミンチにする。

２時間～２時間半、茹でる。

人肌くらいにさます。

水を吸って 2倍くらいに膨れます。
アクを取りながら、指で簡単に
つぶせるくらいまで茹でます。

うちわとしゃもじを使って、一生懸命
冷まします。

↑ひとり分をボウルに取り分けてから
↓計量します。

STEP1 STEP2

STEP3 STEP4

　今回は 15 ㎏の大豆を使用し、60 ㎏の味噌を仕込みました。4人で仕込むので、量が多く作業が大変。
　使用した大豆は身延町特産の曙大豆。大きさと甘みが特徴です。少し緊張しながら味噌作りがスタートしました。

機械があれば、量が多くても楽ちんです。

　
下
部
味
噌
は
香
り
高
く
、
風
味
も

豊
か
で
、
身
延
町
特
産
品
と
し
て
非

常
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
10
月

に
、
道
の
駅
し
も
べ
で
行
わ
れ
る

「
下
部
み
そ
蔵
出
し
ま
つ
り
」
に
は

県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
味

噌
を
求
め
て
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
町

内
の
多
く
の
ご
家
庭
で
も
手
前
味
噌

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
21
日
、
下
部
小
３
年
生
が
道

の
駅
し
も
べ
で
味
噌
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
味
噌
の
作
り
方
を
交
え
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　味噌作りに挑戦したのは、下部小 3年生の仲
良し４人組。下部小では３年生が毎年１月に道
の駅しもべで味噌作りを行っています。
　11 月の蔵出し後には、仕込んだ味噌を使っ
て味噌汁が作られ、全校児童に振る舞われます。

し　　も　　べ　　 　 み　　 　 そ

広報みのぶ　　3月号　　No.114 2



麦麹、米麹、天日塩と混ぜるてこねる。（大豆１㎏に対して、麦麹 700 ｇ、米麹 700 ｇ、天日塩 500 ｇ）

こぶし大の団子状にまるめる。

味噌蔵に寝かす。

上に塩を敷く。

７月（梅雨明けくらい）に天地返しをする。

11 月蔵出し。完成。

硬さを見ながら、途中水を加えます。 よくこねます。うどんをこねる様に。 少し粘り気が出てくればOK。

ハンバーグを作るように中の空気を抜きながらまるめます。

樽に団子を詰めます。

STEP5で天日塩を少し
残しておきます。

塩がカビを防いでくれ
ます。

冷暗所に寝かせ、熟成させます。
おやすみなさい。

おつかれさまでした！！

団子を投げて詰め、空
気が入らないようにし
ます（カビを防止）。表
面を慣らしながら詰め
ていきます。

『おいしくな～れ』と願
いながら投げてくださ
い。

STEP5

STEP6

STEP9

STEP7

STEP8

STEP10

STEP11

←計量したボウルに、麦麹・
　米麹・天日塩を加えて、

よく混ぜます。→

表面のカビを取り除き、味噌全体を混ぜます。熟成を均等にさ
せるためです。空気を抜いて樽に詰めたら、また寝かせます。

　町内のご家庭でも多く作られている味噌。ご家
庭それぞれの味噌作りの工夫があるかと思います
が、今回紹介した作り方は、道の駅しもべで行わ
れている味噌作り体験のものと同じ手順です。
　自分で作ってみたい！と思った方は、味噌作り
に参加して、市販の物とは違った風味豊かな味噌
をぜひ一度体験してみてはいかがですか？
　また、道の駅しもべでは下部味噌を数量限定で
販売しています。興味のある方はお試し下さい。
　道の駅しもべ　蕁0556-20-4141

大豆を

ゆでた

水を

STEP1

STEP3

　今回
　使用

機械があ
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　学校の統合により空き校舎となった旧静川小学校を婚活の舞台と

し、体育館でのソフトバレーやグループごとに給食としてカレーな

どを作りながらの婚活イベントでした。

　本栖湖で富士山を眺めながらペアになってのカヤック体験、バー

ベキューや流しそうめんを行いながらの婚活イベントでした。

　県内でも有名な「西嶋地区イルミネーション」の飾り付けと、イ

ルミネーション点灯式、和紙を使ったインテリア卓上ランプを作り

ながらの婚活イベントでした。

　1泊 2日で身延山久遠寺を中心に歴史と文化に触れ、お寺の奥さ

んを交えての裏話女子会、朝のお勤め、数珠を作りながら、僧侶の

生活とその魅力を知っていただく婚活イベントでした。

蟋

　“この秋、世界遺産で出逢う”をテーマに、紅葉の美しい竜ヶ岳

をトレッキング。下山後は浩庵で、ビュッフェスタイルでの軽食や

スイーツを楽しみながらの婚活イベントでした。

　町では若手職員のプロジェクトチームにより婚活イベントを開催しています。今年度は
5回行われ、町内外、大勢の皆さんに参加していただき、13組のカップルが誕生しました。
結婚に結びついてくれたらと願っています。

「学校で婚活し～ちゃおっin Minobu」

「トレッキングin Minobu」

「僧侶to婚活inみのぶ」

「灯りで婚活in Minobu」

「カヤックで婚活in本栖湖」「学校で婚活し～ちゃおっin Minobu」

「トレッキングin Minobu」

「僧侶to婚活inみのぶ」

「灯りで婚活in Minobu」

「カヤックで婚活in本栖湖」
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　学校の統

し、体育館

どを作りな

　1泊 2日

んを交えて

生活とその

　“この秋

をトレッキ

スイーツを

「学校で

「トレッ

「僧侶t

「学校で

「トレッ

「僧侶t

日程表日程表
■ 料金　・登録済の犬 ・・・3,500 円（注射料 2,950 円 ＋ 注射済票 550 円）

　　　　  ・新規登録の犬・・6,500 円（上記金額 ＋ 登録手数料 3,000 円）
消費税の引き上げ等により、注射料金が変更になりましたので、ご注意ください。

【問い合わせ先】　環境下水道課  環境衛生担当　☎ 0556-42-4814

　狂犬病予防法では、飼い犬の登録と狂犬病予防注射の接
種が義務付けられています。
　犬の登録は１度すれば以後する必要はありませんが、狂
犬病予防注射は年１回必ず受けなければなりません。
　次の日程表を確認し、都合のよい会場で受けてください。
　飼い犬の新規登録も注射会場でできます。

　また、すでに登録されている方には『犬の登録と狂犬
病予防注射の実施について』のハガキを３月下旬に送付
しますので、必ず会場に持参し提出してください。日曜
日（４月20日）も受けられますので、ご利用ください。
※交通事情により、多少到着が遅れる場合があります。

○訪問注射
「犬が大きくて連れて行けない」「他の犬とけんか
しそうで心配」・・などの理由で訪問注射を希望さ
れる方は、かかりつけの動物病院かお近くの動物病
院に直接連絡して接種してください。
※訪問注射の場合は注射料などの他に別途料金が
かかることがあります。詳しくは動物病院にお問い
合わせください。

三ツ石小林建設所前
小原島公民館
中山集落館
江尻窪集会所
久成集会所前
寺沢丸山橋
西嶋公民館
久那土駅駐車場
旧三保小学校下
久那土診療所前駐車場
道消防機庫前
芝草消防機庫前
大磯小磯火の見前
根子開運橋前
長塩公民館
市之瀬妙円寺前
下岩欠火の見前
甲斐常葉駅前
一色依田製作所前
小田船原公民館
門野湯沢橋
大城バス停
ゆばの里駐車場
ペリカン便事務所
旧榧ノ木トンネル入口
清子公民館
大野下水道処理場(身延浄化センター）駐車場
下大島多目的集会所
新長戸川橋南（小笠原信吉様宅前）
和田公民館
和田スポーツ広場
角打高見沢商店横
塩之沢公民館
帯金区民広場
下八木沢不動沢橋前
上八木沢公民館
波高島駅前
リバーサイドパーク駐車場
湯町慈照院

身延町役場本庁舎
中富浄化センター
役場身延支所
旧身延保健所
役場下部支所
役場古関出張所
大草ふれあいプラザ前河川敷
波木井山駐車場
梅平二区公民館
梅平一区公民館
町営総門駐車場
身延仲町公民館
三門前観光案内所
清住町田中工務店横
波木井一里松三叉路
杉山円教坊入口
下山荒町公民館
下山山額公民館
下山仲町公民館
下山上沢公民館
原公民館
宮木公民館
八日市場大聖寺駐車場
下田原公民館
夜子沢多目的集会施設
手打沢公民館
大須成公民館

月日 地域 会場 月日 地域 会場 時間

中富

身延

下部

時間

中富

中富
身延

下部

中富

身延

身延

下部

下部

４
月
14
日
（
月
）

４
月
20
日
（
日
）

４
月
21
日
（
月
）

４
月
15
日
（
火
）

8:30
8:45
9:05
9:25
10:20
10:35
10:55
12:15
12:40
13:00
13:15
13:30
13:45
14:05
14:30
14:45
15:05
15:25
15:45
8:50
9:10
9:25
9:45
10:00
10:15
10:40
11:00
11:25
11:40
12:00
12:15
12:35
13:45
14:05
14:25
14:45
15:05
15:25
15:45

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

8:40
8:55
9:15
9:35
10:30
10:45
11:15
12:25
12:50
13:10
13:25
13:40
13:55
14:15
14:40
14:55
15:15
15:35
15:55
9:00
9:20
9:35
9:55
10:10
10:25
10:50
11:10
11:35
11:50
12:10
12:25
12:45
13:55
14:15
14:35
14:55
15:15
15:35
15:55

8:30
9:00
9:40
10:10
10:55
11:30
11:55
8:40
9:05
9:20
9:40
9:55
10:10
10:30
10:50
11:10
11:30
11:50
12:10
12:30
13:40
13:55
14:10
14:30
14:50
15:10
15:35

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

8:50
9:25
10:05
10:35
11:20
11:45
12:10
8:55
9:15
9:30
9:50
10:05
10:20
10:40
11:00
11:20
11:40
12:00
12:20
12:40
13:50
14:05
14:20
14:40
15:00
15:20
15:45

広報みのぶ　　3月号　　No.1145



蘆「どうしたの？　この頃　元気がないね」

蘆「最近眠れている？」

蘆「何か力になれることはない？」

蘆「もし気になることがあるなら、よかったら話してみて」

　悩みごとは、人には打ち明けにくいものです。ちょっとした声か

けが、相手に話すきっかけになります。

３月は「自殺対策強化月間」です。
3月 1日（土）～ 31 日（月）

まずは

気づいたときには

そして、相手の気持ちに寄り添い

　話をじっくり聞き、その思いをまずは受け止めてあげ、一言「大変だったね」

「心配していたよ」と自分の気持ちを相手に伝えてください。

見守りながら、専門家に相談するよう

　話を聞いても、即解決はなかなか難しいものです。専門家の支援を受

けましょう。気を付けること…

蘆「相談してみようよ」と相手の了解を得ること。

蘆悩んでいる人と悩みを打ちあけられた人だけで抱え込まず、支援の輪

を広げましょう。

　

問い合わせ先：福祉保健課 健康増進担当　☎ 0556-20-4611保 健 だ よ り

　こころの健康を守るためには、軽い不調の段階で気づき、自分で気分転換

に心がけ、家族や仲間と一緒に取り組むことが大事です。

　もしあなたの家族や身近な人が、不眠やイライラ、気持ちの落ち込みなど、

「いつもと様子が違うな」と思ったら・・なにか、悩んでいるかもしれません。
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保

　

　
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
の
周
知
や
理
解
は

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
虐
待
の

件
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
虐
待
の
背
景

に
は
、
高
齢
者
の
認
知
度
や
自
立
度
の
低
下
、

そ
の
家
族
な
ど
の
介
護
疲
れ
や
生
活
上
の
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
尊
厳
を
守
り
、
高
齢
者
と
家
族

が
と
も
に
健
や
か
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
虐
待
を
早
期
発
見
し
対
応
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
高
齢
者
の
虐
待
の
多
く
は
家
庭
内
で
起

こ
っ
て
お
り
、
高
齢
者
が
世
間
体
を
気
に
し

た
り
、
家
族
を
か
ば
っ
た
り
し
て
、
虐
待
の

事
実
を
な
か
な
か
訴
え
よ
う
と
し
な
い
た
め
、

周
囲
が
発
見
し
づ
ら
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
が
深
刻
化
、
長
期
化
し
て
し
ま
う
前
に
、

で
き
る
限
り
早
期
に
発
見
し
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

上
手
に
つ
な
が
り
、
付
き
合
い
、
み
ん
な
で

高
齢
者
を
見
守
る
時
代
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、

近
所
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
に
出
会
っ
た
時

な
ど
に
は
、
何
か
変
っ
た
こ
と
が
な
い
か
、

積
極
的
に
「
声
か
け
」
を
行
い
、
街
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
見
守
り
支
援
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
ひ
と
言
が
、
虐
待
の
早
期
発

見
や
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
虐
待
に
対

し
て
支
援
を
必
要
と
し
て
い
な
が
ら
自
ら
声

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
「
気
づ

き
」
「
気
遣
い
」
が
高
齢
者
の
人
権
や
健
康

を
守
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
声

を
掛
け
た
と
き
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
多
く
が
要

介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
認
知
症
の
人
が

そ
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
現
す
る
た
め
、
知
識
が

不
十
分
だ
と
、
認
知
症
に
よ
る
言
動
を
理
解

で
き
ず
に
叱
責
す
る
な
ど
、
虐
待
に
つ
な
が

り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
し
か
も
、

認
知
症
の
人
は
虐
待
を
受
け
て
い
て
も
自
覚

で
き
ず
、
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
だ
け
に
介
護
す
る
側
や
ま
わ
り
の

人
が
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
へ
の
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

蘆
安
心
さ
せ
る…

い
き
な
り
言
動
を
否
定
し

た
り
、
禁
止
し
た
り
せ
ず
、
寄
り
添
う
気
持
で
。

蘆
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い…

人
格
や
意
思

を
尊
重
し
、
感
情
を
大
切
に
。

蘆
相
手
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る…

時
間
が
か

か
っ
て
も
、
で
き
る
こ
と
は
な
る
べ
く
自
分

で
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

蘆
事
故
を
防
ぐ
工
夫
を
す
る…

安
全
を
守
る

た
め
に
、
住
ま
い
な
ど
生
活
環
境
上
の
配
慮

を
す
る
。

虐
待
の
な
い
地
域
を
目
指
し
て

認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
深
め
よ
う

日
ご
ろ
か
ら
の
声
か
け
、
見
守
り
を
大
切
に

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
集
落

を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
座
の
開
催
希

望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
：
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く

見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者

◆
サ
ポ
ー
タ
ー
数
：
全
国
に
４
０
０
万
人
以
上

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
身
延
町 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
６
１
１
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町を自らの手で守る 
身延町消防団出初式

楽しく作る・手前味噌
下山立正保育園・味噌作り

リピーター続出。今年も大人気！

道の駅しもべ・味噌作り

－TOPICS－

地域の話題や情報をお寄せ下さい　政策室 広聴広報担当

☎０５５６- ４２- ４８０１

　1 月 19 日、身延町総合文化会

館で平成 26 年身延町消防団出初

式が行われました。

　町内の消防団員 380 名が参加。

式典では、二宮英富団長からの訓

示・望月仁司町長からの式辞のほ

か、長年にわたって消防団活動に

尽力した元・現団員に、感謝

状・表彰状の贈呈が行われました。

　１月 28 日、下山立正保育園で味噌作り体験が行わ

れました。

　体験の指導はレクラみのぶ（代表：遠藤好一さん）。

昨年秋には曙大豆の枝豆収穫体験が行われており、今

回は曙大豆を使った味噌作りを行いました。子どもた

ちは初めての作業にとても楽しそうに味噌を仕込んで

いました。味噌は樽に詰め家に持ち帰り、熟成をさせ

ます。秋の完成が楽しみですね。

　１月中旬から２月中旬にかけて「寒仕込み味噌作り体験」

が道の駅しもべ内の味噌加工場で行われ、県内外から多数

の参加者が訪れました。

　下部産業活性化推進協議会とＮＰＯみのぶ観光センター

主催によるこの事業は今年で 15 回目。毎年参加するリ

ピーターも多く、県外からも多くの参加者が来ています。

　曙大豆を使って仕込まれた味噌は、味噌蔵に納められ、

11 月の蔵出しまでじっくり熟成されます。
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楽しく

　１月 28

れました

　体験の

昨年秋に

回は曙大

ちは初め

いました

ます。秋

健康一番！いい汗を
新春町内ウォーキング

吹奏楽合同演奏会
サウスウィンドコンサート 2014

文化財予防デー・消火訓練
大野山本遠寺

　１月25日、町内ウォーキングが町教育委員会と町

スポーツ推進委員会との共催で実施されました。ウ

ォーキングは、富士川クラフトパークから下山地区

内寺社をめぐりクラフトパークにもどる約５キロの

コースでした。

　当日は、参加者38人が下山地区内を散策し気持ち

の良い汗をかいていました。

　峡南消防本部中部消防署と町教育委員会は、1 月 26 日

の文化財防火デーに国指定重要文化財本遠寺本堂・鐘楼堂

を対象に消火訓練を行いました。

　訓練は本遠寺書院から出火した火が、強風にあおられ拡

大し、本堂や隣接する山林に延焼の危険があるとの想定で

始まりました。火災の通報を受けると消防署員はじめ、地

元消防団、本遠寺関係者が境内に設置された放水銃などか

ら本堂に向かって一斉に放水を行いました。また、その後

に消火器を使った初期消火訓練も実施されました。

　2 月 2 日、身延町総合文化会館でサウスウィンドコン

サート 2014 が開催され、峡南地区の 13 の中学校・高校

の吹奏楽部などが参加しました。これは、峡南地区の吹

奏楽に携わる者が集い一つの演奏会を開くことにより、

交流を深めるとともに互いに技術の向上を図ろうとはじ

められたもの。今回で 22 回目の開催です。

　峡南地区は小規模な学校が多く、単独コンサートが難

しい状況ですが、出演者は他校との交流を楽しみながら

演奏をしていました。
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身延児童館（身延福祉センター内）
　☎ 0556-62-3880（身延学童共通）

開 館 日 　 月～土曜日
開館時間 　 午前 9時～午後 5時
3月の
休館日

　
2日（日）、9日（日）、16 日（日）、
21 日（金）、23 日（日）、30 日（日）

1 月 10 日　「どんど焼きのお団子作り」

多くの皆さまのご利用をお待ちしています！

　
３
月
の
声
を
聞
く
と
、
い
よ
い
よ
春
本
番

と
い
う
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
身

の
回
り
の
生
き
物
が
活
動
を
開
始
し
、
景
色

も
空
気
も
変
化
し
て
い
く
様
子
に
、
ど
こ
と

な
く
心
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
わ
く
わ
く
す
る
と

言
え
ば
、
桜
の
開
花
も
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　
今
月
は
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
ひ
な

ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
３
月
７
日

（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。

　
声
楽
家
の
志
村
か
お
り
先
生
を
お
迎
え

し
、
季
節
の
歌
、
懐
か
し
い
童
謡
唱
歌
や
手

遊
び
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
子

ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
参
加
し
楽
し
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
歌
い
に

来
て
く
だ
さ
い
！

だよりだより

【問い合わせ先】

　町民課 国保高齢者医療担当

　☎ 0556-42-4804

国保加入の届出 国保脱退の届出

国保に加入するとき、やめるときは必ず14日以内に役場に届け出ましょう

＊やめる届出が遅れると・・・
　資格がなくなったあと、国保の保険証を使って医
療を受けてしまった場合は、国保が負担した医療費
分を返還していただくことになります。また、他の
健康保険に加入すると保険税（料）を二重払するこ
とになります。

＊加入の届出が遅れると・・・
　加入の資格を得た月まで遡って保険税を納めなけ
ればなりません。また、保険証がないため、その間
にかかった医療費は全額自己負担となります。

＊修学で転出する場合も届出を
　修学のために住所を異動するような場合は、その
旨の届出をお願いします。（在学証明が必要となり
ます。）

　３月から４月にかけては新生活の準備などで、大変忙しい時期を迎え
ます。国民健康保険もこの時期、最も大勢の方の異動があります。みな
さんも次のケースに該当する場合は、速やかな届出をお願いします。
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開催日 時　間 場　所 内　容

3 月 26 日（水） 午前 9時 30 分～午後 4時 南部町森林組合
年金事務所職員による年金
全般に関する相談会

だよりだより
免除申請ができる対象期間が拡大

【問い合わせ先】

　町民課 町民担当

　☎ 0556-42-4804

開設日時

応募締切
定 員
開設場所
入会資格

費 用
申込方法

【問い合わせ・申し込み先】

　生涯学習課 生涯学習担当

　☎ 0556-20-3017

作品：燃料電池科学カー

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
時
や
失
業
な
ど
に
よ
っ
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免
除

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
保
険
料
の
免
除
が
申
請
で
き
る
期
間

は
、
申
請
の
直
前
の
７
月
（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
４
月
）
ま

で
の
１
年
以
内
で
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
過
去
２
年
１
か
月
分
の
免
除
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

失
業
・
災
害
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も
拡
大

　
失
業
や
災
害
を
理
由
と
し
た
免
除
（
特
例
免
除
）
は
、
こ
れ
ま

で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
失
業
や
災
害
の
理
由

が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月
か
ら

は
、
失
業
・
災
害
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
平
成
26
年
３
月
以
前
に
あ
っ
た
失
業
・
災
害
も
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象
期
間
は
２
年
１
か
月
前
ま
で
）

◆
注
意
◆

　
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
の
請
求
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
う
の
で

免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
過
去
の
所
得
が
未

申
告
で
あ
る
場
合
は
審
査
が
出
来
ま
せ
ん
。
窓

口
で
の
案
内
に
従
っ
て
所
得
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
）

　
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
期
間
が
あ
る
方
は
免
除
申
請
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

身延児
　☎ 0

開 館
開館時
3月の
休館日

多く

ン
サ
ー
ト
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
歌
い
に

来
て
く
だ
さ
い
！

国保

＊加
　加
れば
にか

＊修
　修
旨の
ます

　
ま
さ
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募　集　種　目 募　集　人　員 資　　　格
受付期間

（締切日必着）
待遇・その他

幹部
候補生

一般

大卒程度
試験

参考（25年度）
陸　約105名
（うち女子約10名）
海　約60名
（うち女子約15名）
空　約50名
（うち女子約10名）

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は
大卒（見込含）、修士課程修
了者等（見込含）は28歳未満）

２月１日～４月25日

入隊後約１年で３等陸・海・
空尉
院卒者試験合格者は２等陸・
海・空尉

院卒者
試験

参考（25年度）
陸　約10名
海　約20名
空　約10名

修士課程修了者等（見込含）
で、20歳以上28歳未満の
者

歯科・
薬剤科

参考（25年度）
陸　約10名
海　約５名
空　約５名

専門の大卒（見込含）20歳
以上30歳未満の者
（薬剤は20歳以上28歳未満
の者）

歯科は２等陸・海・空尉薬
剤科は入隊後約１年で２等
陸・海・空尉
（旧４年制課程の卒業者は３
等陸・海・空尉）

医科・歯科
幹部

参考（25年度）
陸・海・空　約５名

医師・歯科医師の免許取得者
①２月１日～４月25日
②10月１日

　～10月31日

２等陸・海・空尉～採用（経
験年数等により異なる。）

技術海上幹部
技術航空幹部

参考（25年度）
海　若干名
空　若干名　

大卒38歳未満の者

４月25日～５月16日

１等海・空尉～２等海・空尉
で採用（経験年数等により
異なる。）

技術海曹
技術空曹

参考（25年度）
海　約15名　
空　25年度募集なし

20歳以上の者で国家免許資
格取得者等

３等海・空曹、２等海・空曹
又は１等海・空曹
（免許の種類及び年齢等によ
り異なる。）

予備自衛
官補

一般 約1400名 18歳以上34歳未満の者 ①１月８日～４月２日
②７月１日～９月19日
※①で採用予定数を
採用した場合②は実
施しない場合がありま
す。

階級は指定しない
所定の教育訓練終了後、予
備自衛官として任用技能 約200名

18歳以上で国家免許資格等
を有する者（資格により53
歳未満～55歳未満の者）

平成26年度自衛官募集案内 【問い合わせ先】
自衛隊 南アルプス募集センター　☎ 055-283-5150

町営住宅
町有住宅

蘆榎田団地　　（３ＤＫ）　２戸

蘆西嶋第２団地（３ＤＫ）　１戸

蘆西嶋第１団地（３Ｋ）　　１戸

蘆柿島団地　　（２LＤＫ） １戸

蘆相又団地　　（３ＤＫ）　２戸

　

　3月 3日（月）～ 14 日（金）（土・日を除く）

※榎田・西嶋第２・柿島団地以外は、随時受付

　しています。

【申し込み・問い合わせ先】

　建設課 建築住宅担当　☎ 0556-42-4808

　・申込書を役場建設課へ提出してください。

　・入居者は入居条件等を審査した上で決定します。

　・募集戸数を超えた場合は公開抽選とします。

　・申込資格、要件等は、身延町のホームページをご覧

　　いただくか、お問い合わせください。

入居者募集！入居者募集！
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種　類 場　所

原動機付自転車（125cc 以下）
役場 税務課　　☎ 0556-42-4803
　　 下部支所　☎ 0556-36-0011
　　 身延支所　☎ 0556-62-1111

小型特殊自動車（農耕作業用・特殊作業用）

ミニカー

二輪の軽自動車（125cc 超 250cc 以下）
山梨県軽自動車検査協会
　☎ 055-262-7269

三輪の軽自動車

四輪の軽自動車

二輪の小型自動車（250cc 超）
山梨運輸支局
　☎ 055-5540-2039

【問い合わせ先】

　税務課 課税担当

　☎ 0556-42-4803

手続きの種類 必要なもの

廃　車

・ナンバープレート
・標識交付証明
・所有者の認印
・委任状
　（本人及び同世帯以外の人が申請する場合）

更
変
義
名 家庭内での名義変更

・標識交付証明書
・新しい所有者の認印

他人から譲渡
・譲渡証明書（譲渡人の署名・認印）
・新しい所有者の認印

は
出
提
の
料
資
定
算
料
育
保

？
か
す
で
み
済
お

　軽自動車税は、原動機付自転車（原付）、軽自動車、小型特殊自動車及び

二輪の小型自動車を４月１日現在に所有登録されている方に課税されます。

「人に譲った」「廃車にした」「盗難にあった」「紛失して現存しない」場合で

も、４月１日現在で手続きが完了していなければ、引き続き所有しているも

のとして課税されますので、廃車や名義変更などがあった場合は、早めに手

続きをして下さい。

　なお、軽自動車税には月割り還付の制度はありません。

　
保
育
料
は
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

税
額
（※

）
に
よ
っ
て
算
定
し
ま
す
。
（
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
税
額
が
０
円
の
場

合
は
、
前
年
度
市
町
村
民
税
課
税
状
況
に
よ

り
ま
す
。
）

　
平
成
26
年
度
の
入
所
を
申
し
込
ま
れ
た
方

で
、
保
育
料
算
定
資
料
（
源
泉
徴
収
票
・
確

定
申
告
書
写
し
等
）
を
未
提
出
の
方
は
、

３
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
必
ず
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　
期
限
ま
で
に
算
定
資
料
の
提
出
が
無
い
場

合
、
最
高
額
の
保
育
料
に
決
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
を
し
て
い
る
保
護
者
で
、

「
在
職
・
就
労
・
従
事
証
明
書
」
を
未
提
出

の
方
も
、
右
の
期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※

平
成
22
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
扶
養
控
除

廃
止
の
影
響
が
可
能
な
限
り
生
じ
な
い
よ
う
、

こ
れ
ら
の
廃
止
が
な
い
も
の
と
し
て
旧
所
得

税
額
を
算
出
し
、
保
育
料
を
算
定
い
た
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告

書
の
所
得
税
額
と
は
異
な
る
額
で
、
保
育
料

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
５
８
０

募　集　

幹部
候補生

医科
幹

技術海
技術航

技術
技術

予備自衛
官補

平成

蘆

蘆

蘆

蘆

蘆

　3月

※榎田

　して

広報みのぶ　　3月号　　No.11413
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NO.114

3月の休館日

やわらかな春の日差しがうれしい季節になりました。

3・10・17・24・31日 （毎週月曜日）
28日（金・月末整理日）

3月のイベント情報

毎月、恒例のおはなし会　今回は
《絵本の中の春を見つけよう！》

＊内　容：春の絵本の読み聞かせや季節の
ミニシアターを楽しもう！
工作は羊毛フェルトでかわいい
動物のマスコットを作ります。

大勢の皆さまの参加をお待ちしています！

＊日　時：3月16日（日）
午前10時30分～

＊場　所：身延町総合文化会館
1階　ホワイエ

＊対　象：3歳くらいから
＊参加費：無料

わくわくおはなし会

講師に山田省吾先生をお招きし、3回連続で開催した
古文書入門講座。大勢の方が参加してくださいました。
古文書の解読・読み下しに加え、当時の歴史背景の解
説もしていただきながらの講座に皆さん熱心にペンを
走らせていました。

「図書館・図書室連絡先」
身延町立図書館　・　蕁0556-62-2141
中富図書室　　　・　蕁0556-42-2337
下部図書室　　　・　蕁0556-20-3017
※中富図書室・下部図書室は土・日曜日は通じません
ので、身延町立図書館へお問い合わせください。

＜一般書＞
身延町立図書館
「舟を編む」 三浦しをん／著
「色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の旅」

村上春樹／著
「ナミヤ雑貨店の奇蹟」 東野圭吾／著
「海賊とよばれた男」 百田尚樹／著
「桜ほうさら」 宮部みゆき／著
中富図書室
「この日本で生きる君が知っておくべき
「戦後史の学び方」」 池上彰／著

「お金の話を13歳でもわかるように一流のプロに
聞いたら超カッキ的な経済本ができちゃいました！」

佐々木かをり・ザイ編集部／編著
「海賊とよばれた男」 百田尚樹／著
「50歳からのおしゃれのコツ」 中山庸子／著
「モンスター」 百田尚樹／著
下部図書室
「キャン・ユー・スピーク甲州弁？　2」 五緒川津平太／著
「独学術」 白取春彦／著
「免疫力が上がる食べ方」 浜内千波／著
「八重の桜」 NHK
「伝え方が9割」 佐々木圭一／著
＜児童書・絵本＞
身延町立図書館
「プレゼントどっち？」 やなせたかし／原作
「アンパンマンとたこやきまん」 やなせたかし／原作
「アンパンマンとカレーパンマン」 やなせたかし／原作
中富図書室
「スーパー戦隊超全集」
「千と千尋の神隠し」 宮崎駿／原作　脚本　監督
「ミッケ！ 8」 ウォルター　ウィック／写真
下部図書室
「よーくみてね」 わだことみ／作
「あぶくたった」 さいとうしのぶ／構成・絵
「火垂るの墓」 野坂昭如／原作

週に3回、町内の図書館・図書室を物流で回っていま
す。ご連絡いただきますとご希望の図書館・図書室で
本の貸し出しができますので、ぜひ、ご利用ください。

「古文書入門講座」から

速報「平成25年度　よく読まれた本」



広報みのぶ　　3月号　　No.11415

26・3・
1

有料入館者31万人目に到達～！！
年末も押し迫った12月27日、この日は2013年最後の開

館日でしたが、有料入館31万人目をお迎えするという記

念日ともなりました。31万人目となったのは、沖縄県八

重瀬町の皆さんです。

八重瀬町は、毎年年末に身延町を訪れ、町内の施設や

観光地を見学したり、町内の小学生と一緒に自然の里に

宿泊し、交流を深めているという記事が『広報みのぶ２

月号』にも紹介されました。その際の、金山博物館への

来館が偶然の幸運とも重なった中で砂金採りも楽しんで

くれました。後日、八重瀬町に特製金箔記念入館証をお
送りさせていただきました。おめでとうございます。

第2回金山遺跡・砂金研究
フォーラムを開催しました
昨年の好評に引き続き、金山博物館応援団Au会の皆様

の主催、博物館の共催で２月１日に「第２回金山遺跡・
砂金研究フォーラム」を開催いたしました。「講演会では
なく気軽な座談会」というイメージのこのフォーラムで

したが、当日は県内外から約50名の聴講者が訪れてくだ

さいました。

今回の発表者は７名、テーマは８本でした。各々15分

という短い発表時間でしたが、『今後の金銀山研究の進め
方』から『全国砂金採り体験場漫遊記』という話まで、
その内容は幅広く、聴講者は興味深い話に耳を傾けてい

ました。質疑応答も活発で、活気に満ちた研究集会とな

りました。

3月の休館日（毎週水曜日）
5日、12日、19日

親子映画観賞会のお知らせ
日　　時：３月15日（土）午後１時～

（※開場は午後０時50分～）

場　　所：湯之奥金山博物館２階映像シアター

定　　員：85人

参 加 費：無料

上映作品：ONE PIECE FILM Z（90分）
※場内は暖房が効いていますが、足下は冷えますので膝

掛け等をお持ちください。

※場内では飲食・喫煙は禁止です。

観桜期無休開館のお知らせ
博物館では、桜の開花時期に合

わせて次の期間中無休開館いたし

ます。博物館横のリバーサイドパ

ークの河津桜は３月上旬から中旬

にかけて、ソメイヨシノは３月下

旬に見頃を迎えます。まだまだ寒い日が続いております

ので、ぜひ桜をご覧になって、春の息吹を感じてみては

いかがでしょうか。また、博物館駐車場内には、「しもべ

黄金の足湯」もございます。

博物館にお越しの際には、桜をご覧になったり、足湯

に立ち寄ったり、心と身体を癒してください。

無休期間：３月20日（木）～４月１日（火）

開館時間：午前９時～午後５時

（受付終了は午後４時30分）
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おしらせ INFORMATION

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
制
度
や
内
容
に
つ
い
て
説
明

会
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
技

術
系
・
医
療
系
・
教
育
系
・
農
業
系
・
ス

ポ
ー
ツ
系
な
ど
様
々
な
職
種
が
あ
り
ま

す
。み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
４
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

【
場
所
】
山
梨
県
立
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

（
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

【
参
加
費
】
無
料
（
入
退
場
自
由
）

【
申
し
込
み
】

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
募
集
課

蕁
０
３
（
５
２
２
６
）
９
８
１
７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学

校
普
通
科
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座

の
生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

【
募
集
内
容
】

平
成
26
年
度
高
等
学
校
普
通
科
（
３
年

制
）
生
徒
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座

受
講
者

【
出
願
期
間
】

高
等
学
校
普
通
科
　
１
月
30
日
ま
で

【
場
所
】
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

（
甲
府
市
大
津
町
２
１
９
２
│
８
）

【
テ
ー
マ
】
実
践
躬
行

【
問
い
合
わ
せ
先
】

第
19
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
実
行
委
員
会

蕁
０
５
５
（
２
３
７
）
３
２
１
５

県
で
は
、
国
道
１
３
７
号
新
御
坂
ト
ン

ネ
ル
の
天
井
板
を
全
面
通
行
止
め
に
て
撤

去
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
に
つ
き
ま
し

て
は
国
道
３
５
８
号
や
若
彦
路
（
若
彦
ト

ン
ネ
ル
経
由
）
な
ど
へ
の
迂
回
を
お
願
い

し
ま
す
。
道
路
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】

５
月
26
日
（
月
）
午
前
０
時
〜
６
月
30

日
（
月
）
深
夜
24
時
ま
で
36
日
間

【
規
制
場
所
】

富
士
河
口
湖
町
河
口
（
旧
道
（
県
道
富

士
河
口
湖
笛
吹
線
）
分
岐
）
〜
笛
吹
市
御

坂
町
藤
野
木
（
旧
道
（
県
道
富
士
河
口
湖

笛
吹
線
）
分
岐
）

【
規
制
内
容
】
全
面
通
行
止
め

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
道
路
管
理
課

蕁
０
５
５
（
２
２
３
）
１
６
９
８

峡
東
建
設
事
務
所

蕁
０
５
５
３
（
２
０
）
２
７
１
４

平
和
通
り
、
城
東
通
り
、
武
田
神
社
、
甲

府
市
中
心
商
店
街

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
社
）
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構

蕁
０
５
５
（
２
３
１
）
２
７
２
２

中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
は
、
山
梨
県
の

産
業
基
盤
を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
組
合

や
地
場
産
業
を
よ
り
県
民
の
皆
さ
ま
に
知

っ
て
い
た
だ
き
、
出
展
者
で
あ
る
中
小
企

業
者
に
よ
る
新
た
な
連
携
組
織
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
で

19
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
県
内

中
小
企
業
組
合
が
集
う
最
大
級
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
先
着
２
０
１
４
名
様
へ
の
来

場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ご
当
地
グ

ル
メ
フ
ェ
ア
、
や
ま
な
し
の
産
業
や
特
産

品
フ
ェ
ア
や
山
梨
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合

な
ど
、イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

【
日
時
】
３
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人

権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
行
う
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
こ
の
度
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

蘆
春
澤
政
志
　
（
古
関
）

蘆
樋
川
す
み
子
（
日
向
南
沢
）

信
玄
公
の
命
日
４
月
12
日
を
中
心
に
県

内
の
各
地
で
は
、
そ
の
遺
徳
を
偲
ぶ
さ
ま

ざ
ま
な
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
俳
優
の
松
平
健
さ
ん
が
信
玄
公
役

に
扮
す
る
「
信
玄
公
祭
り
」
は
、
今
回
、

メ
イ
ン
会
場
を
舞
鶴
城
公
園
に
移
し
、
装

い
も
新
た
に
多
く
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
▽
４
月
４
日
（
金
）
甲
州
軍
団

の
出
陣
を
祝
う
宴
▽
４
月
５
日
（
土
）
甲

州
軍
団
出
陣
に
よ
る
勇
壮
な
戦
国
絵
巻
▽

４
月
６
日
（
日
）
戦
勝
を
祝
う
賑
わ
い
城

下
町

【
場
所
】
舞
鶴
城
公
園
、
甲
府
駅
前
南
口
、

おしらせ 
INFORMATION

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

甲
府
地
方
法
務
局

第
43
回
信
玄
公
祭
り

装
い
新
た
に
多
く
の
催
し

第
19
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

天
井
板
撤
去
工
事
全
面
通
行
止
め

国
道
１
３
７
号
新
御
坂
ト
ン
ネ
ル

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
「
青
年
海
外
協
力
隊
」

平
成
26
年
度
春
募
集

生
徒
・
受
講
者
募
集
中
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
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おしらせ INFORMATION

県
労
働
委
員
会
事
務
局

蕁
０
５
５
（
２
２
３
）
１
８
２
７

県
で
は
、
就
職
活
動
中
の
方
々
な
ど
に

就
職
関
連
情
報
や
県
内
企
業
情
報
を
提
供

す
る
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
就
職

活
動
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

『
や
ま
な
し
就
職
応
援
ナ
ビ
』

県
内
企
業
情
報
、
求
人
情
報
、
相
談
窓

口
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
一
元
化
し
た

就
職
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/rosei-
koy/yam

a-navi/index.htm
l

『
新
卒
者
就
職
応
援
企
業
ナ
ビ
』

勤
務
地
域
、
職
種
、
業
種
、
学
歴
の
ほ
か
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
な
ど
企

業
の
持
つ
魅
力
で
企
業
検
索
を
行
え
る
機

能
を
備
え
た
企
業
情
報
サ
イ
ト
で
す
。

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/rosei-
koy/kigyo-navi/index.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
労
政
雇
用
課

蕁
０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
２

お
子
さ
ま
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に

障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課

FAX
０
５
５
３
（
２
２
）
６
４
１
９

近
年
、
障
が
い
者
の
就
労
意
欲
が
高
ま

る
中
、
企
業
に
お
い
て
も
法
令
順
守
や
企

業
の
社
会
的
責
任
に
よ
る
関
心
の
高
ま
り

を
背
景
と
し
て
、
積
極
的
に
障
が
い
者
雇

用
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
障
が
い
者
雇
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
の

求
人
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
就
職
後
は
業
務
に
適
応
で
き
る

よ
う
職
場
定
着
指
導
や
雇
用
管
理
上
の
配

慮
な
ど
に
つ
い
て
の
助
言
、
各
種
助
成
金

の
ご
案
内
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢

蕁
０
５
５
６
（
２
２
）
８
６
８
９

解
雇
や
雇
い
止
め
、
退
職
勧
奨
、
出
向
・

配
置
転
換
、
労
働
条
件
の
引
下
げ
、
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
相
談
や
、
会
社
と
の
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
へ
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
春
の
「
き
こ
え
」

と
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
16
・
17
日
（
日
・
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

【
対
象
】
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

【
相
談
内
容
】

１
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
の
相
談

２
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
（
育
児
相
談
）

３
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い

て
（
教
育
相
談
）

４
聴
力
測
定

５
補
聴
器
相
談

【
申
し
込
み
方
法
】

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
予
約

（
締
切
は
３
月
12
日
（
水
）
午
後
３
時
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
ろ
う
学
校
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
５
３
（
２
２
）
１
３
７
８

生
涯
学
習
通
信
講
座
　
通
年
申
込
受
付

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

蕁
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
１
２
０
（
０
６
）
８
８
８
１

全
国
的
に
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
は
、

蘆
携
帯
電
話
な
ど
が
入
っ
た
カ
バ
ン
を
な
く
し
た

蘆
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た

蘆
風
邪
を
引
い
た
・
・
・
声
が
お
か
し
い

な
ど
と
い
う
不
審
な
電
話
の
後

蘆
友
人
の
借
金
の
保
証
人
に
な
っ
た

蘆
会
社
の
金
を
使
い
込
ん
だ

蘆
家
庭
の
あ
る
女
性
を
妊
娠
さ
せ
て
し
ま
っ
た

な
ど
と
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
手
段
と
し

て
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
指
定
し
た
口
座
に
振
り
込

ま
せ
る
も
の
の
他
、
自
宅
な
ど
に
現
金
を

受
取
に
く
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
電

話
が
あ
っ
た
時
は
、
以
前
の
電
話
番
号
に

電
話
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
！

こ
う
し
た
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

お
近
く
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

蕁
０
５
５
（
２
２
１
）
０
１
１
０

不
審
な
電
話
に
気
を
付
け
て
！

振
り
込
め
詐
欺

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

県
立
ろ
う
学
校

障
が
い
者
雇
用
に
取
組
み
ま
せ
ん
か

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い

労
働
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

就
職
関
連
情
報
提
供
サ
イ
ト

お
役
立
て
く
だ
さ
い

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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おしらせ INFORMATION

題
が
あ
る
子
ど
も
を
指
導
さ
れ
て
て
い
る

先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩

み
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
日
時
】
３
月
15
・
16
日
（
土
・
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談

【
場
所
】
山
梨
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
２
│
10
│
２
）

【
申
し
込
み
期
限
】

３
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
県
立
盲
学
校

Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
５
（
２
２
６
）
３
３
６
１

１
月
23
日
、
下
部
ホ
テ
ル
で
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰
式
・
役
職
員
功
労
者
表

彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
永
年
職
務

に
精
励
し
事
業

の
発
展
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、

後
進
の
指
導
に

も
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る

方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
も
ま
す

ま
す
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

２
月
22
・
23
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
第
14
回
地
域
伝
統
芸
能
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
全
国
11
団
体
の
一
つ

と
し
て
、
身
延
町
の
伝
統
芸
能
で
初
め
て

西
嶋
神
楽
団
が
出
演
し
ま
し
た
。
こ
の
模

様
は
３
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
よ
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
に
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

全
国
各
地
の
伝
統
芸
能
の
中
で
、
優
雅

で
勇
壮
な
舞
を
披
露
し
た
西
嶋
神
楽
団
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
出
演
の
様
子
は
広

報
み
の
ぶ
４
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

昨
年
10
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
空
手
道

大
会
の
県
予
選
会
で
、
身
延
町
か
ら
出
場

し
た
選
手
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
３
月

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

蘆
は
ま
な
す
杯
全
国
中
学
生
空
手
道

選
抜
大
会
（
３
月
28
〜
30
日
）

中
学
２
年
生
型
の
部
・
組
手
の
部
太
田
も
も

上
位
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

山
梨
県
空
手
道
県
大
会

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

ト
ン
イ
ポ
の
つ
７
る
守
を
ち
の
い
火
防
宅
住３

つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

－PHOTO STUDIO－

第
14
回
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り

２月２日・本番に向け練習中！
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死　　亡　ご冥福をお祈りします
氏　名　 （年齢） 届出人　　（地　区）

INFORMATION 平成26年１月１日～31日までの受付（敬称略・順不同）

善　　意　ありがとうございます

婚　　姻　末永くお幸せに

－－－－ 身延町へ －－－－

－社会福祉協議会へ －

夫　　　　　　 妻　　　　 （地　区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　入札日　1月 8日   － 

委 託 ・ 工 事 名 場 所 請 負 業 者 請負金額（円）

道路台帳修正業務委託 町 内 ㈱南誠測量 1,848,000

樋田小坂水路災害復旧工事 樋 田 ㈱下部建設 1,522,500

上之平農道改良工事 上 之 平 湘南興業㈲ 4,683,000

身延町橋梁長寿命化修繕工事（峡香橋） 三 澤 樋川工業㈱ 13,125,000

町道古関下中之倉線道路災害復旧工事　工番 33 号 古 関 ㈱古関工業 18,165,000

町道山門奥之院線道路災害復旧工事　工番 34 号 身 延 ㈱日吉組 1,449,000

町道山門奥之院線道路災害復旧工事　工番 35 号 身 延 ㈱日吉組 2,604,000

林道大磯小磯線災害復旧工事 大磯小磯 中富土木㈲ 1,648,500

－日32月1日札入－

委 託 ・ 工 事 名 場 所 請 負 業 者 請負金額（円）

出　　生　すくすくよい子に
あかちゃん 保護者 （地　区）

広報みのぶ２月号15ページ「出生」の

性別に誤りがありました。

正しくは榊原　岬咲（男子）です。

訂正してお詫び申し上げます。

あ・と・が・き

毎月１回（１日）発行　●編集・発行　〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350番地

身延町役場政策室広聴広報担当　蕁0556-42-2111（代表） 蕭0556-42-2127 URL  http://www.minobu.lg.jp/

広 報 み の ぶ

※個人情報保護のため、個人が特定できる

情報は削除して掲載しました。



諸磯式土器
（およそ6,000年前）

石鏃打製石斧 石製装飾品

黒曜石原石

石槍 有舌尖頭器

五領ケ台式土器
（およそ5,500年前） 石匙

身延山節分会

　２月 3日、身延山久遠寺で節分会が行われま
した。今年も多くの人が集まり、境内を埋め尽
くしました。特設ステージでは、旭天鵬関、浅
香山親方（元大関魁皇）、タレントの新田恵利
さん、久住小春さんらが豪快に豆をまきました。

　1月 25 日、和田の平林遺跡で現場説明会が行われました。平林遺跡は、中部横断

自動車道身延山インターチェンジ（仮称）建設工事に伴い、昨年 3 月に行われた試

掘調査によって発見された遺跡です。出土した土器の様相から、縄文時代前期後

半から中期初頭（およそ 6,000 ～ 5,500 年前）の集落跡であることが分かりました。

　８月から始まった発掘調査では、縄文時代前期後半の住居跡が３軒、縄文時代

中期初頭の住居跡が１軒、狩猟のための落し穴や、石蒸し調理用の集石土坑、祭祀

施設と考えられる配石遺構が見つかりました。また、遺跡からは煮炊きに使用した

土器のほか、石鏃（石の矢じり）、石皿、装身具、縄文時代草創期（およそ 13,000 年

前）の石槍などが出土しました。

　県内には同時期の遺跡として花鳥山遺跡（笛吹市御坂町）や天神遺跡（北杜市

大泉町）のように多くの住居が確認された大規模集落跡があります。平林遺跡は、

住居跡が 4軒と少なく、時期も断続的であることから、移動と回帰を繰り返すキャ

ンプサイトのような性格をもっていたと考えられます。

　今回の発掘調査の成果は、山梨県立考古博物館企画展「山梨の遺跡 2014」におい

て、3月 8 日～ 4 月 6 日まで公開されます（入場無料）。郷土の歴史文化を物語る貴

重な資料が展示されますので、ぜひこの機会にご観覧ください。

しゅうせき ど  こう

はいせき いこう

せきぞく

せきそう

さいし
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